	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　年　　月　　日

政府調達苦情申立書（様式例）
公立大学法人和歌山県立医科大学
政府調達苦情検討委員会　御中
　　　　　　　　　　　住所　〒
　　　　　　　　　　　（ふりがな）
苦情申立人（注１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　
　　　　　　　　　　　住所　〒

　　　　　　　　　　　（ふりがな）
代理人（注２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　
ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ
「公立大学法人和歌山県立医科大学における政府調達に関する苦情の処理手続」５（１）の規定に　　より、下記のとおり、苦情を申し立てます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　苦情申立てに係る政府調達
　　　　　　年　　月　　日に行った（調達の名称を記入）
２　苦情の原因となった事実を知った日（注３）
３　苦情の内容（注４）
４　苦情の内容に係る調達機関との協議の有無（注５）
　　　　協議した（日時等を記載）
　　　　協議していない
５　苦情申立ての公表・公示等に当たっての匿名希望の有無（注６）
　　　　匿名を希望する
匿名を希望しない


注１：苦情申立人が法人の場合は、その住所及び氏名について、主たる事務所の所在地並びに名称及
び代表者の氏名を記入してください。匿名による苦情申立ては受け付けません。
注２：代理人を選任する場合には、弁護士については「代理人（弁護士）選任届」別添様式例３を添
　　付し、その他の代理人については「代理人選任承認申請書」別添様式例４を必ず添付してくださ
い。
注３：「公立大学法人和歌山県立医科大学における政府調達に関する苦情の処理手続」２（１）にお
いて「供給者は、１９９４年４月１５日マラケシュで作成された政府調達に関する協定、２０１
２年３月３０日ジュネーブで作成された政府調達に関する協定を改正する議定書によって改正
された政府調達に関する協定及び議長が別に指定する国際約束並びに議長が別に指定する規程
（以下「政府調達協定等」という。）の規定に違反して調達が行われたと判断する場合には、委
員会に対し苦情を申し立てることができる。」、同５（１）において「供給者は、調達手続のいず
れの段階であっても、政府調達協定等のいずれかの規定に違反して調達が行われたと判断する
場合には、苦情の原因となった事実を知り又は合理的に知り得たときから１０日以内に、委員会
へ苦情を申し立てることができる。」と定められています。
注４：委員会に対して求める判断を記載してください。
注５：「公立大学法人和歌山県立医科大学における政府調達に関する苦情の処理手続」２（１）において、「供給者が、政府調達協定等の違反があると考える場合には、まず、当該調達を行った機関との間で協議を行い、解決を求めることが奨励される。」と定められています。
注６：苦情申立てが委員会によって受理された場合、「公立大学法人和歌山県立医科大学における苦情申立てを受理した場合の公示方法について」（平成３１年３月８日　公立大学法人和歌山県立医科大学政府調達苦情検討委員会委員長決定）の規程により、公示等に当たっては、苦情申立人の氏名について、匿名とすることも可能です。

